
平成 19年度用高等学校理科 高等学校 物理Ⅰ 改訂版 （物Ⅰ013） 

 平成 20 年度用教科書では以下について訂正致します。ご迷惑をおかけ致しますことをお詫び申し上げますととも

に，ご指導に際しまして，ご配慮いただきますようお願い申し上げます。     (株)新興出版社啓林館編集部 

訂 正 箇 所 

頁 行 
原      文 訂    正    文 

①－②  (読点が「、」の箇所) (「，」に変更) 

37 参考 (図中の直流電源記号) (交流電源記号に変更) 

84 16 影響を与えた（⇒p.91「運動の三法則」） 影響を与えた（⇒p.91「運動の三法則」）。 

238 26 白色光よぶ 白色光とよぶ 

265 16 波の速さに Vを求める。 波の速さ Vを求める。 

283 略解 (第 3部・第 2章の 2)小さくなる 大きい 

 

改善のための訂正 

訂 正 箇 所 

頁 行 
原      文 訂    正    文 

16，20 

226 

実験 1，2 

実験 1 

(カッコ付き数字) (丸数字に変更) 

27 図 26 (導線からの距離 r) (削除) 

27～49  巻き数 巻数 

27 9 鉄芯 鉄心 

27 図 27 (円形コイルの半径 r) (削除) 

34 図 34 

 

 

 

(オシロスコープとプローブの図) 

 

 

図のような実験では，感電に注意する。 

(1 つの BNC 端子からプローブが出るオシロスコープに

変更，コンセントの右側に差し込むプローブが赤いも

のに変更) 

感電しないように，オシロスコープのアース側とコン

セントのアース側＊1を接続する。 

34 脚注 (問 11 を p.35 に移動し，脚注追加) ＊1 コンセントのアース側（普通は左側）は，検電ド

ライバーで確認する。 

59，63 図 7，13 (「発光間隔」「目盛り間隔」のフォント) (ゴシックを明朝に変更) 

63 図 13 [㎝] 〔㎝〕 

67 図 18 ストロボ発光間隔 1/30s，目盛り単位㎝) (発光間隔 1/30s，目盛り単位㎝) 

70 図 23 (投げ上げのストロボ写真) (重力加速度の大きさが 9.8m/s2により近い写真に。) 

101，102  vt vf 

107 図 36 (ストロボ発光間隔 1/30s，目盛単位㎝) (発光間隔 1/30s，目盛り単位㎝) 

118 30 おもり(100g 程度の金属球) おもり(100g 程度) 

119 32 (行頭の文字の位置) (一字下げ) 

120 2 接触面に水や油を塗ってみるなど， 接触面に水や油を塗ってみたりするなど， 

122 5 糸につけるおもりを変えながら， 糸につけるおもりを変えたりしながら， 

163 実験 1 (図中の縦書きのキャプション) (横書きに変更) 

175 6，20 バーナー ガスバーナー 

175 23 10s ごとに水温を測る。 10s ごとに水温を測定する。 

178 7 ソフトテニスボール テニスボール 

178 13 ビニールテープ ビニルテープ 

178 15 1ｍ～1.5m 1～1.5m 

189 7 密の位置はどこか。疎の位置はどこか。 最も密な位置はどこか。また，最も疎な位置はどこか。

211 

283 

問 3 

 

((4)全体) 

(上記問題の解答) 

(削除) 

(削除) 

222 やってみよう 割ばし 割りばし 

226 5 室温 t1を測定する。 室温 t1〔℃〕測定する。 

249 20 

脚注 

求めよ。 

(脚注追加) 

求めよ＊1。 

＊1 光源のある側をレンズの前方，反対側をレンズの

後方とよぶ。 

268 14 下敷に描く。 下敷きに描く。 

268 20 温湯 湯 

269 16 関連 p.255～256，289～291 関連 p.255～256，p.289～291 

⑤ 左段 (アンペールの箇所) 働く はたらく 

⑤ 右段 (デカルトの箇所) 16 世紀後半 17 世紀前半 

裏表紙  (バーコード等の部分の白マドヌキ) (バーコード等の変更により白マドヌキの形を変更) 

 


